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	fill_1: 文芸学部　英語コミュニケーション学科
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	fill_8: 應用外語學系
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	fill_7: 国立台北大学
	fill_19: 特にはないですが、授業の選択の仕方や、試験の方法などわからないことがあったら、バディに質問することができます。
	fill_18: 留学生１人に１人台湾人のバディがつくので、わからないことがあればそのバディに聞くことができます。中国語があまりできなくても、そのバディは基本的に英語がしゃべれるので、英語で質問することもできます。
	fill_17: 台北大学は新北市の三峽という郊外にある大学です。キャンパス内は、非常に広く、建物も比較的新しいです。特に図書館はとても大きく、本の種類も豊富で、設備も充実していています。キャンパス内には、緑が多く、一部は公園のようになっているため、近所の人が散歩に訪れる姿もよく見かけます。キャンパスの外は、レストランやコンビ二、スーパーやドラッグストアなどあるため、生活には特に問題ありません。ただ、台北市内からは、少し遠いため、遊びに行くには不便に感じるかも知れません。ですが、勉学を励む場所としては、とてもいい場所です。
	PrintButton1: 
	: 
	hid_yoshiki_num: C943a
	fill_21: 台北大学では、学生の心理面をケアしてくれるカウンセラーがいるそうなので、何かトラブルや悩みがあれば、そのカウンセラーに相談することができるかと思います。
	fill_22: 寮の１階にフロントデスクがあり、そこには基本的に朝から夜まで人がいるので、寮内のことに関する何かがあったら、そこの人に相談できます。
	fill_23: 私が住んでいた女子寮は、３人部屋と４人部屋の二つがあり、私の場合は４人部屋でした。部屋の中には、机、ベッド、クローゼットが各個人に与えられており、バスルーム、トイレ、洗面台、靴箱は４人で共同で使っていました。部屋の中は広かったですが、個人のスペースは完全にありません。寮内のその他設備としては、各階に給水器と洗濯機、乾燥機が設置されています。そのほかに各階ではないですが、冷蔵庫やトースター、電子レンジなどが設置されており、簡単な料理などはすることができます。
	fill_24: インターネットの料金は最初に払う住居費に含まれており、後から特別請求されるということはありませんでした。ネットを利用する際、各机に１つケーブルが付いているので、それを挿して利用するか、wi-fiを使ってネットに接続するかの２つの方法があります。ただケーブルを挿して接続する場合、パソコンを使って特別に設定をしなければならないので、ほとんどの人はwi-fiを使っていました。
	fill_25: 図書館でパソコンの利用ができました。制限時間は設定されていましたが、パソコンの画面上で何回も延長ができるので、時間については特に気にせず利用することができます。
	fill_31: 台湾に着いてから２週間目に風邪を引いて病院にいきました。
健康管理としては、台湾の食事は脂っこいものが多いので、週に１、２回は寿司などのさっぱりした料理を食べるようにしていました。あと、サラダも頻繁に食べていました。
衛生面は特に気をつけていたことはないです。
	fill_32: していません。
	fill_33: 台湾で一番文化の違いを感じる瞬間は、レストランや夜市などに行って、食べ物を注文する際だと思います。日本に比べ台湾の店員はあまり接客態度が良くありません。小さい声で注文したり、聞き取りづらかったりすると、は？といわれたり、露骨に嫌な顔をされたりします。忙しい店だと特にそんな感じなので、注文をする際は、発音やトーンなど多少間違ってもいいので、大きな声で言うことが大切です。
	fill_34: 学校が留学生のために、毎週様々な活動を企画してくれていたため、私もそれに何回か参加しました。台湾の靴下工場に行き、ペットボトルカバーを作ったり、陶芸体験をしたり、台湾の伝統料理を食べたり、台湾の高校に訪問し、台湾の伝統茶を飲んだり、高校生と一緒に書道を学んだりと色々な活動をしました。
	fill_35: 安全性については、日本に比べ台湾人の車やバイクの運転は荒いのと、バイクが非常に多いので、交通事故に気をつけたほうがいいと思います。外国人への態度は、基本ですが相手の文化を尊重することが大事です。自分の文化や習慣が世界の常識だと思わないこと、相手は自分とはまったく違う文化の中で生活してきたのだということを心に留め、自分の考える常識ばかり押し付けず、相手の文化を受け入れる姿勢を持つべきだと思います。文化の違いをむしろ楽しめるくらいのスタンスでいった方がいいと思います。
	fill_36: 特にないですが、台湾の方の多くはFACEBOOKを利用しているので、そこで色々な情報が入手できるかと思います。
	fill_37: ステンレスボトル（水筒）、薬（日本で常用してる）、上着（夏でも室内はクーラーが効いていてかなり冷えるので）、参考書など。
	fill_48: していません。
	fill_47: クラスは基本的に２０～３０人で行われていました。成績評価については、授業の出席点、積極性、課題、中間・期末テストの結果、プレゼンテーション発表などで評価されていました。どの授業でもみんな真面目に受けており、積極的に授業に参加していました。
	fill_46: ルームメイト同士の関係悪化です。３人のルームメイトの内、２人がマレーシア人の本科生、１人がオランダ人の交換留学生だったのですが、マレーシア人の内１人とオランダ人のルームメイトが喧嘩をし、それによりマレーシア２人、オランダ人の子と私というように分裂してしまい、帰るまでその悪い雰囲気が続いたことです。
	fill_45: 留学を終えてから、まだ資格試験を受けていないので、実際の能力はわかりませんが、毎日中国語を耳にしていたので、聞き取り能力はかなり上がったかと思います。
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	fill_60: 今回は2度目の台湾留学だったが、1回目の時とは全く違った環境、経験をすることができた。前回の語学留学とは違い、今回は交換留学ということで周りの生徒は全て台湾人で、その中で本科生と同じ様に、自分の専攻である英語を学ぶという環境であった。
出発前から、台北大学のレベルは高いということを聞いていたので、授業についていけるかかなり不安だった。その予測どおり、授業の難易度は高く、周りの学生の英語能力も高く、最初はかなり圧倒され、戸惑った。だが、時間が立つにつれて授業の受け方、勉強の仕方など様々な面で、自分なりのペースをつかみ、行うことができるようになったため、徐々に不安も消えていった。生活もルームメイトとのトラブルはあったが、それ以外は、周りに恵まれてかとても楽しい日々を過ごすことができた。特に、他の交換留学生とは、頻繁遊びに行ったり、食べに行ったりと、台湾に居ながら様々な国の学生と交流することができた。台湾の人とも、頻繁に言語交換を行ったり、遊びに行ったりと、非常に充実した生活を送ることができた。



